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〔論文審査の要旨〕 
 本研究は，再構成型概念マップを用いた学習者に対するフィードバックに関する研究であり，ま
ず，概念マップの基本構成単位である命題の正誤に関する情報が教授者によって適切に活用される
ことを検証している。さらに，命題の正誤情報に加えて，学習者の持つその命題に対する確信度の
有用性に着目し，命題単位で学習者が確信度を付加できる機能を実装し，その有効性を教授者によ
る授業フィードバックの文脈における利用と，システムによる個別フィードバックの適応化におけ
る利用において，検証している。 
 第１章では，学習者に対する適切なフィードバックを生成するうえで，学習者の理解状態を知る
ことの重要性について述べた上で，命題単位の正誤を捉えることのできる再構成型概念マップの有
用性について説明し，さらに，命題に対する確信度情報の有用性も述べている。また，本研究にお
いて，命題単位の正誤情報の有用性，および確信度情報を追加することの有用性を検証することを
述べている。 
 第２章では，本研究の背景として，概念マップおよび学習の文脈において試みられてきた様々な
利用法，再構成型概念マップによる命題単位での正誤の自動判定法，概念マップを用いたフィード
バックの先行研究，および学習者の理解状況に対する確信度情報の有用性について述べている。 
 第３章では，再構成型概念マップにより命題単位での正誤判定結果が教授者に有効な情報となる
ことを検証するために，再構成型概念マップの診断情報を用いる場合と用いない場合の比較実験を
実践を通して行ったことを述べており，その結果として，再構成型概念マップの診断情報を用いた
教授者によるフィードバックが，それを用いない場合と比べて高い学習効果を得ることを確認して
いる。 
第４章では，再構成型概念マップにおいて，命題単位で確信度情報を付与する機能を実装し，学

習者にとってその付与が可能であるかどうか，および教授者が確信度に関する情報を活用できるか
どうかを検証するために，実践利用を通した比較実験を行った。結果として，学習者が確信度を無
理なく付与できること，教授者が付与された情報を用いて適応的にフィードバックを行うことがで
きることが確認できた。 

第５章では，確信度情報に基づいて個別的で適応的なフィードバックを与えるシステムを実装し，
確信度情報を用いないフィードバックを与える場合と比較して，より高い学習効果が得ることを実
験的に確認している。 

第６章では，これらの一連の研究成果をまとめ，再構成概念マップの命題単位での正誤情報のフ
ィードバックにおける有用性，およびそれに確信度情報を付加することの有用性を示せたと結論付
けている。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認
められる。 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 

 


